
報道関係者各位

現在、社会全体で気候変動による被害をどう防ぐかが共通の課題となっています。気候変動への対

策は、温室効果ガスの排出量を省エネルギー化などにより減らす「緩和策」と、災害に備え現在およ
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らせん階段を導入、奥行５.４mの都市部向けミニマムサイズのシングル商品

大東建託株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長執行役員：竹内啓）は、２０２４年１月５日より、都市

部向け防災配慮型住宅「ぼ･く･ラボ賃貸 ＤＯＭＯ(ドーモ)」の販売を開始します。

当社では、防災プロジェクト“防災と暮らし研究室「ぼ･く･ラボ」”の取り組みの一環として、日常生活が非

常時の備えにもなる「フェーズフリー」な賃貸住宅の開発に取り組んでいます。今回は、気候変動の影響に

よる災害に着目し、災害の原因を「減らす」こと、災害に「備える」ことを、普段の無理のない暮らしの延長

でかなえるフェーズフリーな賃貸住宅となっています。

なお本商品は、２０２２年３月発売の「ぼ･く･ラボ賃貸 niimo(ニーモ)」、同年１０月発売の「ぼ･く･ラボ賃

貸 ｙｅｌｌ(エール)」に続く、第３弾の防災配慮型賃貸住宅商品です。

【新商品】

防災配慮型住宅「ぼ・く・ラボ賃貸 DOMO（ドーモ）」 販売開始

外観イメージ（南入１棟６戸 南東側） ・らせん階段イメージ

＜ポイント＞

⚫ 防災配慮型住宅第３弾、都市部向け「ぼ･く･ラボ賃貸 ＤＯＭＯ」を１月５日より販売開始

⚫ らせん階段によりコンパクトな間取りを実現したミニマムサイズのシングル層向け商品

⚫ 気候変動による災害の原因を減らす「緩和策」と、災害に備える「適応策」を取り入れた設計

⚫ 賃貸住宅のくらしと防災との関わりを考えた「フェーズフリー」な防災配慮型賃貸住宅

ｎ

https

info/

yell

https

nfo

最新

https

/info/

通達

http

66

セコム調査

https

■ 気候変動対策の両輪「緩和と適応」

出典：一般社団法人フェーズフリー協会2023年発行冊子より作成

緩和策と適応策の役割
び将来の気候変動に対処することで被害を

軽減し備える「適応策」の2つがあります。こ

れらは、相互補完的な施策であり、気候変動

のリスクを低減するためには両方に取り組

むことがますます重要になってきています。

本商品は、これらの考え方をフェーズフリー

の概念と合わせて取り入れ、災害の原因を

減らし（緩和策）、災害に備える（適応策）商

品となっています。



■ 「ぼ･く･ラボ賃貸 ＤＯＭＯ(ドーモ)」の特長

〈ＰＯＩＮＴ②：「フェーズフリー」で災害に「備える」〉

⚫ 半屋外的なつくりのインナーテラス（サンルーム）やさまざまなものを吊るすことができるハンギン

グのアイテムで、防災と親和性の高いアウトドアライフを後押し。アウトドアは災害時に役立つ要素が

豊富と言われており、避難生活を下支えします。

⚫ 光や風で自然を感じやすい開放的な間取りは天候異変を素早く察知可能なだけでなく、夜間停電時

は多くの月明かりを取り込むことが可能です。

⚫ 鉄製らせん階段の採用により、万が一の床上浸水時も、2階入居者様の退去不要で復旧工事が可能。

1階：洋室

２階：洋室・インナーテラス

〈ＰＯＩＮＴ①：「コンパクト」で災害の原因を「減らす」〉

⚫ 形状が円筒形のため省スペースで設置可能な、ら

せん階段の特性を生かし、コンパクトな間取りを

実現。コンパクトにしたことで、建設時の資材投入

量も低減しています。

⚫ 部屋の気積が小さく風通しも良いため、温熱環境

負荷を軽減。

⚫ 建物が小さくても充分な太陽光パネルを搭載で

きるよう、屋根形状に配慮しています。

■ 地域社会の活性化と防災プロジェクト「ぼ・く・ラボ」の取り組み

当社グループは、地域社会の活性化を社会的責任として取り組んでいます。防災を

重視し、地域の社会課題に向き合い、地域の「もしも」に寄り添った新しい暮らしの

在り方を追求しています。

防災プロジェクト「ぼ・く・ラボ」では、従業員やNPO法人のメンバーと協力し、防災

意識の向上や商品・サービスの開発を通じて防災力強化に貢献しています。また、防

災活動指針「大東建託グループ防災ビジョン2030」を策定し、地域防災の支援や

早期復興に取り組むための体制を構築しています。全国の防災拠点と自治体との連

携を通じて、防災レジリエンスの強化を支援しています。
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▶大東建託グループ防災ビジョン（https://www.kentaku.co.jp/corporate/csr/torikumi/bousai/vision.html）
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商品名 ： ぼ･く･ラボ賃貸 ＤＯＭＯ（ドーモ）

構造 ： 木造２×４工法、２階建て長屋

販売開始日 ： ２０２4年1月5日

販売地域 ： 一般地域（北海道、多雪地域、沖縄県除く）

住戸間取り ： 南入／１階：１Ｋ・２階：１Ｋ

省エネ性能 ： ＺＥＨオリエンテッド標準 （オプション：ＤＫ－ＺＥＨ／太陽光発電＋低圧一括受電）

販売目標 ： 100棟（初年度）
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本件に関するお問い合わせ｜大東建託株式会社 広報部 / ＴＥＬ｜０３-６７１８-９１７４ / メール｜koho@kentaku.co.jp

■ 会社概要

＜大東建託株式会社＞

所在地 ： 東京都港区港南二丁目16番1号 品川イーストワンタワー

代表者 ： 代表取締役 社長執行役員 竹内啓

設立 ： １９７４年６月２０日

資本金 ： ２９,０６０百万円

グループ会社 ： ２２社※

拠点数 ： ６３９拠点※（主要グループ３社計）

従業員数 ： １７,８５１名※（グループ連結）

事業内容 ： 建物賃貸事業の企画・建築、不動産の仲介・管理、およびガス供給などの関連事業

Ｗｅｂサイト ： https://www.kentaku.co.jp/

決算情報 ： 売上／１兆６,５７６億円、営業利益／１,０００億円（２０２３年３月期）

※ ２０２３年３月３１日時点

ニーモ・エールがフェーズフリーアワード受賞していること入れる（関連ニュースリリース）■ ぼ・く・ラボ賃貸「ＤＯＭＯ（ドーモ）」商品概要

〈関連ニュースリリース〉

⚫ 防災配慮型賃貸住宅「ぼ・く・ラボ賃貸 ｎｉｉｍｏ（ニーモ）」（２０２２年３月９日）
https://www.kentaku.co.jp/corporate/pr/info/2022/bokulab_20220309.html

⚫ 第２回フェーズフリーアワード「オーディエンス賞」受賞（２０２２年９月２６日）
https://www.kentaku.co.jp/corporate/pr/info/2022/release_phasefreeaward2022_0926.html

⚫ 防災配慮型賃貸住宅「ぼ・く・ラボ賃貸 yell（エール）」（２０２２年９月２９日）
https://www.kentaku.co.jp/corporate/pr/info/2022/release_yell_20220929.html

⚫ 第３回フェーズフリーアワード「オーディエンス賞」受賞（２０２３年９月２５日）
https://www.kentaku.co.jp/corporate/pr/info/2023/information_phasefree_20230925.html
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